
令和６年４月
さいたま市水道局

水道事業の財政収支見通し



本資料の趣旨及び試算の前提条件

　

主
要
項
目
の
試
算
条
件

 収益的収入

 給水収益  直近の水需要の実態や、本市の人口推計の見通し等を踏まえて試算。

 収益的支出

 減価償却費  資本的支出（資産取得）に連動して試算。

 資本的収入

 企業債  施設工事（老朽管更新等）の事業費に連動して試算。

 資本的支出

 施設工事費  投資試算に現下の施工単価等を加味して試算。

 償還金  企業債に連動して試算。
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　○ これは、昨今の物価高騰等を踏まえて推計した財政収支の見通しを、「さいたま市水道事業

　　　中期経営計画（2021－2025）」と比較した資料です。

　○ 財政収支の見通しは、令 和 ５ 年 度 ・ 令 和 ６ 年 度は当初予算額とし、令 和 ７ 年 度においても

　　　現行計画の考え方に基づき、以下のような条件により試算しています。

　○ 現状の経済環境等もあわせて考慮していることから、試算値については不確定要素を多く

　　　含んだ見通しとなっています。



※ 現状の経済環境や経営方針等に基づく試算のため、今後の状況により大きく変動する可能性があります。

試算結果（財政収支の見通し）
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・予算額（試算額）と、中期経営計画額との比較は、以下のようになります。
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（単位：億円／税抜）
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試算結果（純利益及び累積資金剰余の見通し）
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※ Ｒ３・Ｒ４年度は決算、Ｒ５・Ｒ６年度は当初予算、Ｒ７年度は現行計画の考え方に基づく試算によるもの。
　  （現状の経済環境や経営方針等に基づく試算のため、今後の状況により大きく変動する可能性があります。）

・以下は、純利益と累積資金剰余（水道施設更新等の財源となる資金）の推移を表したグラフです。

・事業活動の成果である純利益は、物価上昇による費用の増加等を受けて、減少していく見込みです。
　

・純利益の減少に、建設コストの高騰も重なるため、累積資金剰余も今後、中期経営計画の額を下回って
　

　減少していく見込みとなります。

純利益 累積資金剰余
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　　 ・ 施 設 工 事 費：労務費、原材料費、エネルギーコスト等の変動による工事費の動向

　　 ・ その他事業費：物価上昇による事業費の変動等

今後の課題及び変動の可能性
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　○ 令和８年度以降についても、厳しい財政状況が見込まれるほか、以下のような物価等の状況

　　　によっては、さらに収支のバランスが崩れ、資金不足に陥るなどの恐れもあることから、次期

　　　中期経営計画（2026-2030）では、経営方針の見直しを含めた検討を行う必要があります。

　○ 今後の変動の可能性

　　 ・ 給　水　収　益：使用水量の変動

　　 ・ 受　　 水　　 費：埼玉県水道用水料金の動向

　　 ・ 支　払　利　息：金融経済情勢の変動による金利の動向


